
令和６年度 理科 授業改善推進プラン 

 

大田区立馬込第三小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

  ・既習事項や生活経験と結び付けて問題を作り、仮説を立て、実験方法を考え、結果を基

に考察するという学習過程を学校で統一して取り組んできたことにより、児童が見通し

をもって学習することができるようになった。 

 

（２）課題 

  ・前学年までに学習した内容を復習する時間を取り入れ、理科の用語や観察・実験器具の

使い方、既習事項の定着を目指す。 

  ・結果の検討や考察について話し合う時間を取り入れながら学習を進め、観察・実験の結

果を十分に活用する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第４学年 達成率は約５割である。 達成率は約５割である。 
 

第５学年 達成率は約５割である。 達成率は約６割である。 
（第４学年時） 

達成率は７割強である。 

第６学年 達成率は約６割である。 達成率は７割弱である。 
（第５学年時） 

達成率は７割弱である。 

 

 

 

達成率とは、目標値※１以上の正答率※２だった児童の割合 

（目標値以上の児童数÷受験者数×100（％） 

例えば、達成率が７割ということは、目標値に達成した児童の割合が７割ということ。全体

の児童が100人としたら、目標値に達しているのは70人で残りの30人は、前年度の基礎的

な内容の定着に課題があることを示す。 

 

 

※１ 目標値とは、調査において前年度の基礎的な内容が定着していれば正答できると期待さ

れる正答率の値 

※２ 正答率とは、出題数に対する正解した問題数の割合 

 

 

 

 



 

（２）分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・目標値を下回っている。 

・植物の育ち方や昆虫のから

のつくりの正答率が低い。 

・目標値を下回っている。 

・虫眼鏡や風やゴムを使った

実験の方法や結果を推測す

ることやその理由を説明す

ることの正答率が低い。 

・目標値を下回っている。 

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第５学年では、特に「動物

のからだのつくりと運動」

において、正答率が目標値

を下回っている。 

・第６学年では、「人のたんじ

ょう」や「流れる水のはた

らき」の正答率が目標値を

下回っている。 

・第５学年は、「水のすがた」

の正答率が目標値を下回っ

ている。「物の体積と力」に

ついては目標値を大きく上

回っている。 

・第６学年は、「電流のはたら

き」や「物のとけ方」の正

答率が目標値を下回ってい

る。「天気の変化」について

は目標値を上回っている。 

・正答率は目標値を下回って

いる。 

・第５学年は、「１年間の動物

のようす」や「月と星」「雨

水のゆくえと地面のよう

す」について目標値を下回

っている。 

・第６学年は、「ふりこのきま

り」や「物のとけ方」につ

いて目標値を下回ってい

る。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けられ

るように、ICT機器を活用し

て教材、教具などの使い方

を理解する。 

・植物や昆虫などの実物を準

備する。実物の準備が難し

い場合は、模型などで代用

して、それらの特徴を理解

する。 

・実験や観察を行うときには

既習の内容や生活経験を基

に、根拠のある予想や仮説

を立てる。 

・身近な事象の共通点や差異

点という視点をもって、問

題作りを行うことや、仮説

を立てることができるよう

にする。 

・身近な事象を例に出して、

問題について児童の興味・

関心を引き付けられるよう

にする。 

・授業の中で「問題」「予想」

「実験」「結果」「考察」な

どの言葉を用いる。また、

授業計画を明確にし、見通

しをもった学習ができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 



 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・実験を行う学習について

は、実際に器具に触れるこ

とで、器具の使い方につい

て適切に理解できるよう

にする。 

・単元の最後に、単元の内容

をタブレット端末やノー

トを使ってまとめたり、問

題演習を行ったりする。 

・問題解決のために、必要な

実験を話し合う活動を取

り入れながら、実験計画を

立てる。 

・現象の要因や規則性を推論

しながら調べることを意識

し、計画的に学習を進める。 

・結果の検討や考察について

自分の言葉で表現できるよ

う、考える時間を十分確保

する。 

・実験や観察を行う時には、

それに関わる条件に目を向

けながら調べられるように

する。 

・単元の導入で、既習事項や

児童の生活経験と結び付け

ながら、問題作りを行える

ようにする。 

・時刻や場所によって授業内

で十分な実験などができな

い場合には、動画を活用す

ることや自分で調べる活動

を通して、一人一人が学習

に主体的に取り組めるよう

にする。 

 

 


